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平成３０年度事業報告書 

 

 

【公益事業】 

 

１．青少年を対象とする学校講道館の運営 

 

各種学校に認定されている学校講道館で、生徒の技能、習熟度合いに応じて柔道を技術面と態度面から指導した。技術

に関する内容は、基本動作、対人技能、試合と段階的に進めた。態度に関する内容は、特に礼法や相手を尊重する態度、

公正な態度、健康・安全に関する態度及び柔道の持つ伝統的な行動の仕方などを重視し指導に当たった。 

平成３０年度の学校講道館の生徒数について、平成２８年度、２９年度を挙げて３０年度と比較した。 

 

（生徒数の変遷） 

(名) 

 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

柔道普通科 ５８     ７７   ６８ 

柔道特修科 １０９   １５３  １３４ 

柔道補習科  １９  ２８   １２ 

柔道研修科   １８   １９  ２０ 

柔道国際科   ３１  ３９    ４４ 

合 計   ２３５   ３１６ ２７８ 

 

 

２．講道館道場における柔道の指導教授 

 

（１）道場における指導 

      延べ１７０名を超す指導員・講師を配置し、各科においては、それぞれの対象の実態をふまえた上で、 

生徒の心身の発育、発達段階や、能力・適性、興味・関心等の実状を考慮し、柔道技術面だけにとどま 

ることなく、礼法や相手を尊重する態度、公正な態度、柔道の持つ伝統的な行動の仕方等を重視して修 

行者の指導に当たった。態度に関する内容は、柔道が我が国の伝統的な運動文化であるため、特に礼法 

や相手を尊重する態度、公正な態度、健康・安全に関する態度及び柔道の持つ伝統的な行動の仕方など 

を重視して指導した。             

 

（指導員・講師） 

      道場における修業者の指導を適切に行うため、道場指導部においては、錬成部指導員（19 名）、 成年

部指導員（30 名）、女子部指導員（16 名）及び大阪道場指導員（25 名）を選任し、学校講道館では少年

部講師（25 名）、男子部講師（38 名）、女子部講師（12 名）及び国際科講師（9 名）を選任し、各部毎

に指導計画、実施方法を定めて技術面、精神面にわたり指導した。特に指導に関しては柔道技術面にと

どまることなく、講道館柔道が目的とするところの師範の遺訓の精神に基づいた人間形成、社会貢献を

目的とした高邁な理想を目指し礼法や相手を尊重する態度、公正な態度、柔道の持つ伝統的な行動の仕

方を留意する態度などを重視して指導にあたった。 

 

（稽古時間及び指導時間） 

         （本館）                                                （大阪） 

   ア．一般稽古                                              午後６：００－８：００ 

            平日      男子      午後４：００－８：００ 

                      女子      午後６：００－７：３０ 

            土曜      男子      午後４：００－７：３０ 

                      女子      平日に同じ 

    イ．少年指導 

                                午後４：３０－６：００         午後５：００－６：００ 
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     ウ．「形」指導 

         形研修  毎月 1 回土曜日        午後３：３０－５：３０ 

     形授業  毎週火曜日・金曜日     午後５：００－７：００                           

                                                      

（２）研修会 

道場指導員、学校講道館講師に対し、年１回の全体研修会を実施した。また、道場指導員、学校講道 

館講師及び柔道高段者の資質の向上と自己研鑽に資する目的で、月１・２回の形研修を実施した。 

 

（３）暑中稽古及び寒稽古 

   暑中稽古は、講道館本館において、７月１１～２０日の１０日間（申込者数 257 名 皆出席者数 119

名）、大阪国際柔道センターにおいて、７月１９～２４日の内５日間実施した。 

寒稽古は、講道館本館において、平成 31 年１月 7～１6 日の１０日間（申込者数 341 名 皆出席者数

204 名）、大阪国際柔道センターにおいては、１月１４～１９日の内５日間実施した。    

（４）紅白試合及び月次試合 

   修行者の上達度合いを確認し修行の励みとするため、紅白試合及び月次試合を行った。 

   ○月次試合 － 年間 12 回実施し、合計 1,205 名の参加者であった。 

   ○紅白試合   

  春季紅白試合（平成 30 年 6 月 3 日）：男子 523 名 女子 65 名 計 588 名 

                 抜群者 男子 1 名（弐段→参段）女子 0 名 

  秋季紅白試合（平成 30 年 10 月 14 日）：男子 371 名 女子 76 名 計 447 名 

                 抜群者 なし 

    大阪前期紅白試合（平成 30 年 4 月 22、5 月 12 日）：男子 83 名 女子 32 名  計 115 名 

                 抜群者 男子 3 名（弐段→参段 1 名、初段→弐段 2 名）女子 0 名 

  大阪後期紅白試合（平成 30 年 12 月 8、16 日）：男子 103 名 女子 26 名  計 129 名 

                 抜群者 なし 

 

 

３．学校等の柔道指導者による青少年の健全な育成に関する協議会の開催 

       

  平成３０年８月１６日、１７日、広島県広島市において、全国中学校柔道大会に先立ち、中体連柔道競 

技部の全国（４７都道府県）委員長を対象として、「講道館中学校柔道指導者講習会」を開催し、柔道の

教育的、体育的、精神的面から柔道を通じて次代を担う青少年の健全な育成をはかる方策について意見を

交換した。また、講道館から講師を派遣し、「中学校柔道指導者に向けて」「国際柔道連盟試合審判規定

及び同少年大会特別規定について」について講話を行った。 

 

 

４．柔道による青少年の健全育成に関する実践報告会及び研究会の開催 

       

（１）平成３０年６月２日（土）に青少年の柔道普及を目的として「少年少女柔道錬成発表会」を大阪国際 

柔道センターで開催した。当日は、幼少年部の練習生・保護者が多数集まり、親睦を図ると共に、日頃 

の練習の成果を乱取・試合等を通じて披露し、充実した催しとなった。 

 

（２）平成３１年３月３日（日）に開催された全日本柔道少年団各地区代表者会議の場において、柔道少年

団の組織の強化・活動の充実化の為の具体案や、小学校児童の健全育成の対策等について意見の交換を

行った。 

 

（３）大阪国際柔道センター少年部の 11 名が本館の「少年柔道夏期講習会」に参加した。 

 

 

５．柔道による青少年の健全な育成に関する国内外諸団体との連絡、資料交換及び交流 

      

    講道館段位推薦委託団体(１１０団体）の会長会議を平成３１年２月１９日（火）に開催した。 

審議部による段位推薦委託団体との意見交換、講道館級位（少年）、講道館青少年育成講習会についてそれ

ぞれ説明が行われ、参加者からの質問に回答した。また、昇段について様々な質問がよせられ、活発な意

見交換が行われた。 
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６．柔道に関する講習会の開催 

 

（１）夏期講習会  

      夏期講習会を平成 30 年７月１3 日から８月 19 日までの間、実施した。 

   ＊附属明細書①参照 

 

（２）講道館講習会 

        正しい柔道の一層の普及発展を図るため、本年度も本館から講師を派遣し（経費は講道館負担）、    

    講道館講習会を実施した。派遣先は計９カ所で、講師の延べ人数は１２名であった。 

   ＊附属明細書②参照 

 

（３）講道館形講習会 

制定された正しい“形”の修得を目指してもらう為に、全国１０地区毎に講道館“形”講習会を本年

も実施した。派遣先は、今回は１０地区(１１ケ所)で、講師は延べ４４名であった。 

＊附属明細書③参照 

 

（４）青少年育成講習会 

   日本の将来を背負う青少年に、講道館柔道の真の理解と、柔道を通した心身の健全な育成を目的とし 

た「青少年育成講習会」を全国６カ所で行った。 

   ①隠岐（島根県）②小豆島（香川県）③上山（山形県）④郡上（岐阜県） 

⑤日向（宮崎県）⑥姫路（兵庫県） 

 

  

７．柔道指導者の養成及び海外派遣並びに外国人柔道指導者等の受入れ 

 

（１）柔道指導者の海外派遣を、下記の通り行った。 

ア．本館による短期派遣（なし） 

イ．海外柔道連盟招聘による本館短期派遣（10 ヶ国、27 名） 

ウ．国際柔道連盟（IJF）アカデミーへの派遣（3 カ国、3 名） 

エ．海外柔道連盟招聘による本館長期派遣（1 ヶ国、1 名） 

オ．国際交流基金との共催事業による短期派遣（6 ヶ国、24 名） 

カ．本館以外による派遣（全柔連、都柔連、日本武道館等）（7 ヶ国、7 名） 

キ．国際柔道連盟（IJF）、アジア柔道連盟（JUA）関係諸行事及び大会への派遣（5 ヶ国、13 名）  

    ＊附属明細書④参照 

 

（２）外国人柔道指導者等の受入れを、下記の通り行った。 

ア．平成 30 年度、本館において修行した外国人は男子 76 カ国より 1,603 名、女子 40 カ国より 470 名、 

合計で 80 カ国より 2,073 名であった。 

    昨年と比べ、国数においては 3 カ国の増、修行者数では男子 26 名の増、女子 57 名の増、 

    全体で 83 名の増であった。 

イ．本館で受け入れた外国からの団体及びナショナルチームは 70 団体であった。  

ウ．講道館柔道国際セミナーを下記の通り開催し、海外の柔道指導者を受け入れた。 

 期間：平成 31 年 3 月 5 日～3 月 28 日 

受講者：オランダ、リビア、アゼルバイジャン、ガボン、香港、キルギス 計 6 名 

エ．国際交流基金アジアセンターとの共催によるアセアン向け国際セミナーを下記の通り行った。 

      期間 ：平成 30 年 9 月 4 日～27 日 

      参加国：カンボジア、ミャンマー、タイ、フィリピン、ベトナム、シンガポール、ラオス、 

マレーシア、インドネシア 計 9 カ国 18 名         

オ．その他来館者（デモンストレーション、賓客、取材等） 

 キューバスポーツ大臣・駐日大使   平成 30 年 4 月 10 日 

 エジプト新柔道連盟会長・ラシュワン特別顧問  平成 30 年 4 月 12 日 

 池田敏雄 在モザンビーク日本国大使  平成 30 年 5 月 17 日 

 グルゲルディエフ・ダヤンチ（トルクメニスタン・スポーツ青年政策大臣）平成 30 年 6 月 28 日 

 ドラジェン・フラスティッチ（在日クロアチア大使) 平成 30 年 7 月 10 日 

 Japan Episode III (IJF ドキュメンタリー撮影) 平成 31 年 1 月 9 日～14 日 

 

（３）国際協力機構（JICA）青年海外協力隊員に関わる事業等 

ア．青年海外協力隊員技術補完研修を下記の通り実施した。 
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i. 期間 ：平成 30 年 9 月 4 日～27 日 

  受講者 ：平成 30 年度 3・4 次隊研修生 3 名 

 

ii. 期間 ：平成 31 年 3 月 5 日～28 日 

  受講者 ：平成 31 年度 1 次隊研修生 4 名 

イ．本館における技術補完研修を終了して派遣されている青年海外協力隊員 

平成 30 年度に任期を終了して帰国した隊員は計 6 名であった。 

平成 31 年 3 月 31 日現在で赴任中の隊員は計 25 名であった。 

ウ．JICA シニア海外ボランティア 

平成 30 年度に任期を終了して帰国したシニア海外ボランティアは計 2 名であった。 

平成 31 年 3 月 31 日現在で赴任中のシニア海外ボランティアは計 0 名であった。 

  ＊附属明細書⑤参照 

 

（４）柔道器材支援 

a.寄贈 

講道館柔道器材支援として、柔道衣合計 250 着を寄贈した。 

b.提供 

支援用柔道衣として、合計 150 着の柔道衣の提供を受けた。 

 

 

８．柔道に関する調査研究 

 

（１）講道館柔道科学研究会運営委員会を開催した。議題は「講道館柔道科学研究会紀要」第 17 輯発行につ 

いてであり、発行スケジュール、原稿募集、今後の公開方法等を検討した。 

 

（２）講道館技研究部会は、講道館柔道の審判規定および「こどもの形」について協議を行った。 

 

（３）形部門に特化して「形検討委員会」において各形の留意点作成の為の協議を行った。 

 

 

９．柔道に関する図書、雑誌等の編集発行 

 

（１）雑誌「柔道」 

     講道館機関誌である月刊「柔道」を 4 月号 1,550 部、5 月号～7 月号 1,250 部、8 月号～3 月号 1,200

部を毎月１日に発行した。内容は講道館柔道に関する論説、講道館行事の報告、講道館主催の講習会、国

内外の主要な大会、全柔連のページ、各地だより、昇段者、月次試合、科学の頁等であり、広く国内外に

配付して柔道の普及発展に寄与した。 

 

（２）「講道館柔道科学研究会紀要」第 17 輯 

     歴史、技術、体力、心理、指導法に関する 14 件の論文を収録した「講道館柔道科学研究会紀要」第 17

輯を 150 部発行した。紀要は各都道府県図書館など、関係団体へ寄贈した。また講道館 HP にて論文の全

文を公開し、国内外の柔道研究の発展に寄与した。 

 

（３）「講道館柔道科学研究会紀要」バックナンバーの Web 公開 

     「講道館柔道科学研究会紀要」第 14 輯から第 17 輯までに収録されている論文 68 件を、講道館 HP にて

公開し、柔道研究の振興に寄与した。 

 

 

10．柔道に関する文献資料の収集保存及び展示 

 

（１） 資料館 

  ア. 資料の保存環境の向上 

定期的な清掃を行い、資料の保存に適した環境の維持、向上に努めた。 

イ. 入館者数 5,358 人 （前年度比 34 人増） 

   国内男性 1,535 人、国内女性 652 人、海外男性 2,097 人、海外女性 1,074 人 

   総合的学習の一環として来館した学校は以下の 2 校（事前申請のあった学校のみ記載） 

 長泉町立長泉中学校 

 半田市立亀崎中学校 
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 ウ. 資料収集の促進 

    寄贈受入 25 点 

  エ．大会開催日等における休日開館 

   実施日：宇城市会（4 月 1 日）、全国柔道高段者大会（4 月 28 日）、全国国少年柔道大会合同錬成（5 月

4 日）、ドイツ少年団・全国柔道教員大会（8 月 4 日）、日整全国少年柔道大会（10 月 7 日）、

嘉納師範生誕祭（10 月 27・28 日）、鏡開式（1 月 13 日） 

 

（２） 図書館 

  ア．柔道関係の文献・映像資料の収集・保存・提供 

   a. 和書    253 冊 

   b. 洋書     50 冊 

   c. 映像資料   280 点 

   蔵書数は和書 5,251 冊、洋書 1,208 冊の合計 6,459 冊となった。 

イ．主要な大会プログラムの収集・保存・提供 

受け入れたプログラム数 79 点 

ウ．逐次刊行物（雑誌・新聞）の受入 

 a. 寄贈 

   ・「柔道」講道館, 89 巻 4-12 号,90 巻 1-3 号 2018 年 4-12 月,2019 年 1-3 月 

・「月刊武道」日本武道館, 2018 年 4-12 月,2019 年 1-3 月 

   ・「近代柔道」ベースボール･マガジン社, 40 巻 4-12 号,41 巻 1-3 号 

    b. 購入 

・「武道学研究」（平成 30 年度分） 

・「体育学研究」（  同 上  ） 

エ．柔道に関する調査依頼への対応 

問い合わせ件数 76 件（研究者、学生、マスコミ関係者、一般等） 

オ．図書館利用者数 896 人（前年度比 421 人増） 

 国内男性 432 人、国内女性 113 人、海外男性 257 人、海外女性 94 人 

 

 

11．柔道の国際大会及び国内大会の開催 

 

（１）皇后盃全日本女子柔道選手権大会 

本館と全日本柔道連盟による共催の第３３回全日本女子柔道選手権大会は、前年度優勝者、準優勝者 

等の推薦 3 名と全国１０地区代表 34 名の計 37 名により、４月２２日横浜文化体育館にて開催された。 

 

（２）全国柔道高段者大会 

      ４月２８日講道館大道場で開催された。全国から八段 42 名、七段 242 名、六段 495 名、五段 614 名、 

合計 1,393 名の参加があった。 

 

（３）全日本柔道選手権大会 

      本館と全日本柔道連盟による共催の全日本柔道選手権大会は、４月２９日に日本武道館で盛大に執り 

行われた。出場選手は、推薦選手として前年度優勝者及び前年の世界選手権優勝者 2 名と全国１０地区 

選出の 40 名を合わせた計 43 名であった。 

                                                  

（４）全国少年柔道大会 

      第３８回全国少年柔道大会は５月５日講道館大道場において開催された。都道府県各 1 チ－ム（東京 

都は 2 チ－ム）の 48 チ－ムが参加、試合は団体戦のみで、3 チームによる予選リーグを行い、勝ち上 

がった 16 チームにより決勝トーナメントで優勝を競った。 

 

（５）全日本柔道形競技大会 

      本館と全日本柔道連盟による共催の全日本柔道形競技大会は、１０月２１日に講道館大道場で開催さ 

れた。投の形・固の形・極の形・柔の形・講道館護身術・五の形・古式の形の 7 種目が行われ、全国の 

１０地区代表 136 名、推薦枠 16 名および全国枠 16 名の合計 168 名により優劣を競った。 

     

 

12．柔道の段位認定 
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（１）入門者 （外国人を含む） 

本年度の入門者は１８，７７５名で昨年度に比べ２，４９６名の減となった。 

過去１０年の入門状況は次のとおりである。 

                                     

年 度 入門者数(名) 前年比(名) 年 度 入門者数(名) 前年比(名) 

Ｈ２１  ２３，９２９ 

(男子)  19,867 

(女子)   4,062 

－１，３５２ Ｈ２６  ２０，８８１ 

（男子）16,927 

（女子） 3,954 

－７６２ 

Ｈ２２  ２４，１１６ 

(男子)  19,949 

(女子)   4,167 

＋１８７ Ｈ２７  ２０，３８６ 

（男子）16,400 

（女子） 3,986 

－４９５ 

Ｈ２３  ２２，７２９ 

（男子）18,680 

（女子） 4,049 

－１，３８７ Ｈ２８  １９，６８９ 

（男子）15,879 

（女子） 3,810 

－６９７ 

Ｈ２４  ２３，０５５ 

（男子）18,995 

（女子） 4,060 

＋３２６ Ｈ２９  ２１，２７３ 

（男子）16,917 

（女子） 4,356 

＋１,５８４ 

Ｈ２５  ２１，６４３ 

（男子）17,543 

（女子） 4,100 

－１，４１２ Ｈ３０  １８，７７５ 

（男子）14,819 

（女子） 3,956 

－２，４９６ 

 

（２）外国人入門者 

    本年度の外国人入門者は７３(前年度比＋４)の国・地域から男子７６５（同＋７）名、 

女子２２８（同＋３）名の合計９９３（同＋１０）名であった。 

 

  （３）昇段者 

        本年度の昇段者は合計２５，０７０名で昨年度に比べ３，４１８名の減となった。 

過去１０年の昇段状況は次のとおりである。 

   

年 度 昇段者数(名) 前年比(名) 年 度 昇段者数(名) 前年比(名) 

Ｈ２１ 

 

 ３２，５７７ 

(男子)  27,706 

(女子)   4,871 

－１，３５７ 

※含最高審議会

308名 

Ｈ２６  ２８，４０６ 

（男子）23,413 

（女子） 4,993 

－１，９２０ 

Ｈ２２  ３２，２４１ 

(男子)  27,161 

(女子)   5,080 

－３３６ Ｈ２７ 

 

 ２７，９８８ 

（男子）23,061 

（女子） 4,927 

－４１８ 

※369名 

Ｈ２３ 

 

 ３１，９４０ 

（男子）26,833 

（女子） 5,107 

－３０１ 

※356名 

Ｈ２８  ２６，８４６ 

（男子）22,042 

（女子） 4,804 

－１，１４２ 

Ｈ２４  ３２，３３３ 

（男子）27,181 

（女子） 5,152 

＋３９３ Ｈ２９ 

 

 ２８，４８８ 

（男子）23,278 

（女子） 5,210 

＋１６４２ 

※389名 

Ｈ２５ 

 

 ３０，３２６ 

（男子）25,197 

（女子） 5,129 

－２，００７ 

※385名 

Ｈ３０ 

 

 ２５，０７０ 

（男子）20,218 

（女子） 4,852 

－３，４１８ 

 

                                  ※最高審議会を含む  

 

 

13．柔道の合宿、講習会、大会等参加者のための宿泊・休憩施設の提供 

 

 講道館で柔道の合宿、講習会、大会等が行われる際に、参加者及び指導者・運営役員等に対して宿泊や 

休憩のための施設を安価に提供した。30年2月から3月にかけて同宿泊施設のリニューアル改修 

工事を実施し、数多くの利用者が長期に亘り快適に過ごせるよう、サービスの向上に努めた。  

また、若干の値上げも行った。宿泊施設が道場や会場と隣接していることで効率的・効果的な活

動をサポートし、健康面、安全面、衛生面でも安心して使用して頂けるよう努力した。  
30 年度宿泊者は延べ総数 8,734 人であった。 
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14．嘉納治五郎師範没後８０年式典・偲ぶ会の開催 

 

 講道館柔道創始者、嘉納治五郎師範の没後８０年を迎え、4月28日全国柔道高段者大会終了後、嘉納治五郎師範没後８０

年式典・偲ぶ会を東京ドームホテル「天空の間」にて、柔道関係者約500人を集めて盛大に開催した。 

 

 

【収益事業】 

 

15．物品販売 

 

 柔道関係の書籍・ＤＶＤ、柔道グッズ等の雑貨、カレンダー等の刊行物を販売した。また、 

登録商標の使用許諾料収入等も得た。概要については下記の通り。 

 

（１）書籍 

      投の形、固の形、極の形、柔の形、講道館護身術、五の形・古式の形、 

      昇段内規、嘉納治五郎（伝記）、JIGORO KANO AND THE KODOKAN（同伝記英語版）、 

講道館柔道試合審判規定、激闘の轍、百三十年沿革史、嘉納治五郎著作集(一)～(三)、 

嘉納治五郎(私の生涯と柔道)、嘉納師範に学ぶ、少年柔道指導法 

 

（２）ＤＶＤ 

       投の形、固の形、極の形、柔の形、講道館護身術、五の形、全日本柔道選手権大会 

激闘の轍（昭和編）・（平成編）、術から道へ 

 

（３）雑貨 

   ネクタイ、タオル、高段者バッチ、額(大)、額(小)、段マ－ク、短冊（精力善用・自他共栄）、 

色紙（精力善用 自他共栄）、額（精力善用・自他共栄）、師範遺訓額（和文、英文付き、和文<小>）

銀製バッジ（ネジ／タックピン）、並バッジ（蝶ピン／ネジ／安全ピン） 

 

（４）刊行物 

カレンダー、絵葉書 

 

（５）その他 

講道館マーク使用料 3 件 

売店手数料収入   1 件 

 

16．貸室・駐車場賃貸等事業 

 

 講道館が所有する不動産の一部を店舗、病院、事務所、駐車場等として賃貸した。また、自動販売機等の 

サービスを有料で提供した。概要については下記の通り。 

 

（１）貸室 

   講道館本館 7 階      歯科医院  

      本館 6 階      医院 

      本館 5 階      事務所 

      本館 4 階      事務所 

      本館 2 階      事務所 

      新館 1 階・地下   物品販売 

   大阪国際柔道センター 1 階  飲食店 

              3 階 事務所 

 

（２）駐車場 

講道館           9 台(月極) 

             19 台(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ予約ｻｲﾄ) 

大阪国際柔道センター    7 台(月極) 

 

（３）自動販売機、その他(ﾛｯｶｰ、ｺｲﾝﾗﾝﾄﾞﾘｰ等)サービス 
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事業報告書－附属明細書 

 

 

①夏期講習会  

            

 

講 習 名 

 

  

  受 講 資 格 

 

 

 講 習 の 目 的 

 

  

 期  間 

 

 

受講者数 

(修了者数) 

 

  第１部 

 

 

男子四段､女子弐段以上 

 

 

柔道指導者の資質の向上 

 

 

7.13 ～  7.20 

 

  285 

   (146) 

 

 第２部 

 

 

参段以下の有段者・無段者 

 

 

柔道修行の基礎の確立 

 

 

7.23 ～ 7.27 

 

    377 

   (318) 

 

 女子柔道 

 

 

女子柔道修行者 

 

 

柔道修行の基礎の確立 

 

 

7.30 ～ 8.2 

 

     43 

    (39) 

 

少年柔道 

 

 

少年柔道修行者 

 

柔道修行の基礎の確立 

 

 

7.30 ～ 8.1 

 

    259 

   (225) 

 

教科柔道 

 

柔道指導者及び教科柔道指導者 

 

 

指導法の学習 

 

 

8.17 ～ 8.19 

 

     37 

    (35) 

 

    計                                                                                1001名 

                                                                                    (763名) 

 

 

 

②講道館講習会 

 

  日時 主催 会場 内容 講師 

1 
2018/5/20（日）

09:30～11:30 
長野県柔道連盟 

長野運動公園総合体

育館 

 「国際柔道連盟試合審

判規定」の解説、実技指

導 

岡田保彦 

2 
2018/6/24（日）

10:00～15:00 
青森県柔道連盟 青森公立大学 

「国際柔道連盟試合審判

規定」について 
大島修次 

3 
2018/7/1(日）

10:00～15:00 
島根県柔道連盟 県立岩見武道館 

 「国際柔道連盟試合審

判規定」の解説、実技指

導 

岡田保彦 

4 

2018/8/16(木）

15:00～17：00 

2018/8/17(金）

9:00～10：00 

日本中学校体育連盟 広島県立総合体育館 

中学校柔道指導者に向け

て 
鮫島元成 

国際柔道連盟試合審判規

定の考え方について 
大迫明伸 

5 

2018/9/1(土）

14:00～16：00 

2018/9/2(日）

10:00～12：00 

広島県柔道連盟 
広島市安佐南区スポ

ーツセンター 
初心者への「基本指導」 

鮫島元成      

秋山日向子 

6 
2018/9/24（月）

12:30～16:30 
富山県柔道連盟 

新湊アイシン軽金属   

スポーツセンター武

道館 

「基本指導・安全指導」 南保徳双 

7 
2018/11/11(日）

10:00～15:30 
埼玉県柔道連盟 埼玉県武道館 「投の形」 下山陽邦 
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8 
2018/12/23（日）

９:３0～15:３0 
札幌柔道連盟 

北海道立総合体育セ

ンター 
「投の形」 鮫島元成 

9 
2019/3/3(日）

10：00～14：30 
全日本柔道少年団 講道館新館２階教室 

「講道館柔道の形」の解

説と指導 
鮫島元成 

「安全指導」に関連した

講義 
磯村元信 

 

 

 

 

③講道館形講習会 

 

 
日時 主催 会  場 講師  ・  形 

1 4月 15日（日） 中国 鳥取県 

投の形 講道館護身術 五の形 古式の形 

山本三四郎 藤田 真郎 榎 義治 佐藤  正 

2 5 月 6 日（日） 東海 愛知県武道館 

投の形 固の形 五の形 講道館護身術 

南保 徳双 永井多惠子 福島美智男 宇津木俊博 

3 5 月 12 日（土） 
九州

(北部) 
福岡県武道館 

柔の形 講道館護身術 五の形 古式の形 

尾形 敬史 向井 幹博 山本 四郎 宗  義明 

 

4 

 

5 月 12 日（土） 東京 講道館 

投の形 極の形 柔の形 古式の形 

仮屋  力 宇津木俊博 若松 節子 村田 直樹 

5 5 月 13 日（日） 北海道 

北海道立総合 

体育センター 

武道室 

投の形 柔の形 講道館護身術 五の形 

南保 徳双 鮫島 元成 小野沢弘史 小志田憲一 

6 5 月 20 日（日） 東北 
青森県 

三沢武道館 

投の形 固の形 五の形 古式の形 

向井 幹博 下山 陽邦 小志田憲一 千葉  翠 

7 5 月 26 日（土） 近畿 講道館大阪 

投の形 極の形 柔の形 古式の形 

山本三四郎 道場 良久 若松 節子 福島美智男 

8 5 月 27 日（日） 四国 高知県立武道館 

投の形 極の形 柔の形 古式の形 

仮屋  力 真喜志慶治 鮫島 元成 佐藤  正 

9 6 月 9 日（土） 北信越 富山県立武道館 

投の形 柔の形 講道館護身術 古式の形 

南保 徳双 永井 多惠子 藤田 真郎 宗  義明 

10 6 月 30 日（土） 関東 埼玉県立武道館 

投の形 極の形 五の形 古式の形 

平野 弘幸 村田 直樹 榎  義治 片田  誠 

11 ７月 7 日（土） 
九州 

(南部） 
鹿児島アリーナ 

投の形 固の形 柔の形 講道館護身術 

小俣 幸嗣 松下 三郎 鮫島 元成 向井 幹博 
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④海外派遣 

 

ア．本館による短期派遣 

 

イ． 海外柔道連盟招聘による本館短期派遣 

○八段 藤田真郎 

 中国・香港（形セミナー）         平成 30 年 4 月 1 日～3 日 

 

○五段 千原慎太朗 

 カザフスタン（ジュニアチーム指導）       平成 30 年 4 月 10 日～22 日 

 

○八段 片田誠 女子七段 永井多恵子 

 中国・香港（形セミナー）         平成 30 年 4 月 13 日～16 日 

 

○上村春樹館長、野村忠宏、小志田憲一、仮屋力、有川勇貴 

   米国（ハワイ官民移民 150 周年記念講習会）         平成 30 年 6 月 3 日～10 日 

 

○八段 村田直樹 七段 向井 幹博 

  クロアチア（EJU 柔道フェスティバル）           平成 30 年 6 月 8 日～13 日 

 

○八段 鮫島元成 八段 宇津木俊博 六段 南保徳双 

ドイツ（ベルリン形講習会）              平成 30 年 6 月 27 日～7 月 3 日 

 

○八段 藤田真郎、七段 真喜志慶治 

 シンガポール （講習会）                   平成 30 年 7 月 5 日～9 日 

 

○七段 山本三四郎、女子四段 秋山日向子 

    マレーシア （形講習会）        平成 30 年 8 月 8 日～13 日 

  

○八段 鮫島元成、八段 宇津木俊博 

    オーストラリア （OJU 形講習会）    平成 30 年 9 月 9 日～18 日 

  

○上村春樹館長、向井幹博、大辻広文、仮屋力 

 カナダ（日加修好 90 年記念講習会）     平成 30 年 10 月 10 日～13 日 

 

○六段 南保徳双 

    中国・マカオ（形講習会）     平成 30 年 10 月 30 日～11 月 4日 

  

○七段 平野弘幸 五段 泉浩 

    中国・香港（審判・コーチング講習会）   平成 30 年 11 月 17 日～18 日 

  

ウ． IJF アカデミー への派遣 

○七段 向井幹博 

 イタリア       平成 30 年 12 月 2 日～9 日 

 

○六段 仮屋力 

 南アフリカ       平成 31 年 1 月 6 日～11 日 

 

○七段 向井幹博 

  ドミニカ共和国                    平成31年1月21日～2月2日 

 

エ．海外柔道連盟招聘による本館長期派遣 

  ○五段 千原慎太朗 

 カザフスタン（ジュニアチーム指導）       平成 30 年 8 月～ 
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オ. 国際交流基金による短期派遣  

（国際交流基金アジアセンターと本館の共催事業 JITA-KYOEIPROJECT による派遣） 

 

○上村春樹館長、六段 仮屋力、四段 水野泰晴  

ブルネイ（式典参加、講習会）    平成 30 年 4 月 13 日～17 日 

 

○八段 松井勲、六段 下山陽邦 

フィリピン（講習会・昇段審査）              平成 30 年 5 月 24 日～30 日 

 

○四段 水野泰晴  

  ブルネイ（長期派遣指導準備）               平成 30 年 6 月 20 日～7 月 1 日 

 

◯六段 仮屋力、五段 堀内芳洋、五段 畠山洋平 

 カンボジア・ブータン（講習会・昇段審査）          平成 30 年 6 月 28 日～7 月 8 日 

 

○四段 水野泰晴  

  ブルネイ（長期派遣指導準備）               平成 30 年 8 月 20 日～10 月 10 日 

 

◯七段 山本三四郎、六段 大辻広文 

 マレーシア（講習会・昇段審査）            平成 31 年 1 月 21 日～2 月 1 日 

 

（国際交流基金と本館の共催事業ジャポニスム 2018 による派遣） 

 

○上村春樹館長、野村忠宏、仮屋力 

     フランス（ジャポニスム 2018 講習会）           平成 30 年 12 月 5 日～11 日 

 

  ◯上村春樹館長、鮫島元成、南保徳双、仮屋力 

 フランス（ジャポニスム 2018 鏡開式）           平成 31 年 1 月 19 日～20 日 

 

  ○上村春樹館長、鮫島元成、村田直樹、南保徳双、仮屋力 

     フランス（ジャポニスム 2018 ＧＳパリ）          平成 31 年 2 月 8 日～10 日 

 

カ．本館以外による派遣（全柔連、都柔連、日本武道館等） 

◯大辻広文 

  モンゴル（東アジア選手権大会、全柔連）   平成 30 年 6 月 7 日～11 日 

 

〇向井幹博 

 フランス（東京都パリ交流事業、都柔連）   平成 30 年 11 月 1 日～5 日 

 

〇有川勇貴 

 インドネシア（日本武道団、日本武道館）   平成 30 年 11 月 7 日～14 日 

 

○七段 小志田憲一、 

 ポルトガル（視覚障害者柔道選手権大会、ＩＢＳＡ）      平成 30 年 11 月 16 日～18 日 

 

〇石川美久、水野泰晴他計 18 名 

 ベルネイ（JANESYS2018、日本国際協力センター）  平成 31 年 1 月 22 日～30 日 

 

〇眞喜志慶治 

 イタリア（ヨーロッパオープン、審判、全柔連）  平成 31 年 2 月 14 日～19 日 

 

〇下山陽邦 

 イギリス（東京都ロンドン交流事業、都柔連）   平成 31 年 2 月 22 日～26 日 

 

キ. IJF、JUA 諸会議及び大会への派遣 

  ○上村春樹館長、仮屋力 

  アゼルバイジャン（世界選手権大会）            平成 30 年 9 月 15 日～29 日 
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◯上村春樹、村田直樹、向井幹博、大辻広文、仮屋力 

 メキシコ（世界形選手権大会・IJF 形セミナー）     平成 30 年 10 月 14 日～17 日 

   

  ○上村春樹館長、仮屋力 

 バハマ（世界ジュニア選手権大会）          平成 30 年 10 月 17 日～24 日 

 

  ◯上村春樹館長、仮屋力 

 オーストリア （IJF セミナー＆理事会）   平成 31 年 1 月 14 日～17 日 

 

  ◯上村春樹館長、仮屋力 

 ドイツ（グランドスラム・デュッセルドルフ）     平成 31 年 2 月 20 日～26 日 

 

⑤ＪＩＣＡ（国際協力機構）青年海外協力隊員に関わる事業 

 

ア． ＪＩＣＡ（国際協力機構）青年海外協力隊員技術補完研修を下記の通り実施した。 

i. 期間  ：平成 30 年 9 月 4 日～27 日 

   受講者 ：平成 30 年度 3・4 次隊 3 名 

  参段 青木菜摘  参段 坂野太軌 

  参段 田中嘉朗 

  

ii. 期間  ：平成 31 年 3 月 5 日～28 日 

   受講者 ：平成 2019 年度 1 次隊 4 名 

   参段 山田美咲  参段 古内彰 

   参段 相原慎太朗 参段 中村幸人 

 

イ． 本館における技術補完研修を終了して派遣されているＪＩＣＡ（国際協力機構）青年海外協力隊員 

平成 30 年度に任期を終了して帰国した隊員 （計 6 名） 

参段 岩永憲門 （ペルー） 参段 藤原巧（ジンバブエ） 

参段 荒田幸里（ラオス） 参段 森孝臣（ドミニカ共和国） 

女子参段 内田美優（ブータン）  参段 藤中拓馬（インドネシア） 

 

平成 31 年 3 月 31 日現在で赴任中の隊員 （計 25 名） 

参段 大道祐二郎(ガーナ)  女子参段 小泉陽菜 (ボリビア) 

参段 花田健悟(ガボン)  参段 大村慎太朗(ジンバブエ) 

女子参段  中尾智栄子(ペルー) 参段  竹谷元太(ブラジル) 

参段 工藤龍馬(マラウイ) 参段  井手龍豪(マダガスカル) 

参段 近藤健太(ドミニカ共和国) 参段  上林航平(サモア) 

 四段 蛭田義洋（ミャンマー） 参段 村上瑠希也（ボツワナ） 

 参段 畑谷大樹（インドネシア） 参段 矢古宇大貴（カメルーン） 

 参段 瀧本庸平（ラオス） 女子参段 八木絢圭（ベトナム） 

 参段 小野寺絃（モンゴル） 参段 歌代勇祐（ブータン） 

 参段 白石匠（ジブチ）  参段 石﨑信太郎（エルサルバドル） 

 参段 芦田弘毅（ウズネキスタン）女子参段 氏家美優（モザンビーク） 

参段 青木菜摘（ペルー） 参段 坂野太軌（ザンビア） 

参段 田中嘉朗（コロンビア） 

 

ウ． ＪＩＣＡ（国際協力機構）シニア海外ボランティア 

平成 30 度に任期を終了して帰国したシニアボランティア（計 2 名） 

 七段 山縣住雄（アルゼンチン）  四段 八木正爾（タンザニア） 

 

平成 31 年 3 月 31 日現在で赴任中のシニアボランティア（計 0 名） 

 

 

 


